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よると、北保家分家の北保孝左衛門が年貢高 21石 1斗 9升、北候本家







すなわち、近村の社寺に対して寛廷 2年 (1749) 2月・宝暦 8年 
(1758) 3月に北山神社 (中興)に計4反 7畝24歩、宝暦 8年(1758) 
2月に天神宮(泉)に 1反9畝、同年 3月八幡宮(新保)に 2反2畝20









る。 3代利右衛門(道寛)は医を継がず分家するが、 4代道益 (医)、 






(1)初代 北候道益(医) :元流入、岩瀧寺賢清、父は快舜(慶安 3
年8月3日没)、兄は権大僧都朝慶(貞享元年1月21日没)。還俗して北
保時信、通称道益、宝永 5年 (1708)10月9日没、 84歳、密伝院理法快
善居士。妻は「観智院円理妙空大姉元禄13年 (1700) 5月15日没相
川下戸木屋ヨリ嫁ス」と過去帳にある。 
(2) 2代道悼(医) :通称道益、宝暦 7年 (1757) 12月19日没、教
道院雪山高阿居士。 
(3) 3代道寛(利右衛門) :道悼の長男、安永 9年 (1780) 8月5
日没、実応院還寂道寛居士。 
(4) 4代道益(医) :道寛の子、天明 4年 (1784) 4月1日没、乗
雲院智峯了達居士。 
(5)' 5代 道悦(医) :梅津村余田佐兵衛家より北憐家に入る、通称
道益又は道庵、嘉永元年 (1848)1月29日没、金昌院南山如洞居士。 
(6) 6代 玄通(医) :道悦の子、通称道益、名は時邦、安政 3年 
(1856) 9月8日没、 42歳、嘗草院玄翁道通居士。 
(7) 7代 三省(医) :通称道益、名は守信、明治 17年 (1884) 3月 
6日没、 40歳、槍源院玉水益道居士。 
(8) 8代欽:旧姓本間氏、金沢村村長、昭和20年 (1945) 7月29日
没、 79歳、真蓮院清欽道証居士。 



















聖功方(授蒙聖功方) 曲直瀬道三 刊期不明 (図 2) 
日用功方(増補燈下集)曲直瀬道二 今
今切紙約言(切紙) 曲直瀬道三
切紙 曲直瀬道三 // (図 3) 
道=秘集 曲直瀬道三 写本
薬性能毒目録 曲直瀬玄朔 刊期不明
図 1 初代北僚道益手沢本 「新刊名方詮類医書大全 J (医学源流)
寛永 9年(1632)刊


































(図 5・図 6) 
このように初代道益によって系統的に体系づけられた李朱医方派の医





































































蔵書目録とその内容は資料⑨ (1) ~ (96)としてまとめたが、刊本
のうち刊期の明らかなものは39種で、最も古い寛永 3年 (1626)版の








北候家所蔵本は、(1)医経 (2)経脈 (3)診法 (4)蔵象 (5)方論 (6)傷







(2) 近世農民の診療記録、 個人宛ての処方記録は認められない。 
(3) 外科的手術・産科的な処置に関する記録は認められない。























































ともに +3.25D (デイオプトリー )であり、正確に作製された老眼用凸
レンズであった。


















































は、江戸秤座守随家第 4代守随彦太郎 図11 和 秤
正得(?~1691)で、元禄4年 (1692) 8月 2日に死亡している。父の
守随家 3代守随彦右衛門正次は寛文10年 (1670) 4月25日佐渡国秤御改
御用で佐渡出張中に病死し、鹿伏村の浄土宗光明寺(廃寺となり現在存
在せず)に葬られている。











































中 85 43 102 20 13 




























薬品調合の際に使用する ものであり、銀製で、 長さ 183問、横幅 3mm、














































































































































































































[ 1] (刊本) 
(1) 南北経験医方大成 (元)孫允賢 寛永 3年刊 l巻(和) 
(2) 名方誼類医書大全 (明)熊宗立 寛永 9年刊 l巻(和)
(内題医学源流) 
(3) 寿世 保 元 (明 )襲延賢(雲林)正保 2年刊 10巻(和) 
(4) 明医雑著 (明)王倫 正保 2年刊 l巻(和) 
(5) 補註原病式 (金)劉完素 慶安4年刊 1巻(和)
(重校補註素問玄機原病式 東庵饗庭立伯刊) 
(6) 南北経験医方大成 (元)孫允賢 明暦4年刊 1巻(和) 
(7) 医学正伝 (明)余応姿編 (博天民)万治 2年刊 8巻(和) 
(8) 玄治方ロ解 岡本玄治 寛文4年刊 l巻(和)
刷新刊十四経経絡発揮 (元)滑寿仁 寛文 5年刊 2巻 (和) 




2)医教正 意 草刈三越(羽州山形)延宝 7年刊 4巻(和) 
功脈誇簡略 曲直瀬道三 (正慶・初代道三)宗源版延宝 8年刊 1巻(和) 
(編著者名ナシ) 延宝2年刊 3巻(和) 
合類方書摘要 4)(1 小川宗本(常陽) 天和 2年刊 5巻 (和) 
(15) 新銀増補脈論口訣 (編著者名ナシ)(首巻欠)天保 3年刊 4巻(和)
。時難経本義 (元)滑伯仁 元緑4年刊 2巻(和)
刊改正婦人良方 (明)陣自明(醇立斎校)元禄 6年刊 4巻(和) 
(1功本草摘要 (編著者名ナシ) 元禄10年刊 l巻(和)
同食物和解大成 馬場幽関 元禄11年刊 l巻 (和) 
(dJ) 医学至要秘抄 (編著者名ナシ) 元禄12年刊 2巻(和)
制小児活法 松下元真(讃陽高松)正徳 3年刊 1巻(和)
伺重修金置要略 (漢)張{中景・林億校 寛保2年刊 2巻(和)




















































































































































































































































































































































































































1) 林英夫・浅見恵『守随家秤座文書』 新生社 昭和42年 
2) 岩木拡『相川町誌』 相川町役場 昭和 2年 
3) 磯部欣三・田中圭 - r佐渡流入史』 雄山閤 昭和50年 
4) 磯部欣=(本間寅雄)r 文芸懇話会 昭和44年近世佐渡の流入J
5) 金沢村教育会編『金沢村誌稿本』 第11篇伝記 昭和 9年 
6) 永井次芳『佐渡風土記』 佐渡郡教育会 昭和16年 
7) 萩野由之『佐渡人物志』 佐渡郡教育会 昭和 2年 
8) 長岡博男『日本の眼鏡』 東方書房 昭和42年 
9) 宗田一『目で見る医療器械のあゆみ』 M A.C Me dic a I 
Apparatus Cul ture Vo l. l~Vo l. 4 NO.l0 医事日報社 昭和35~38年 
10) 薮内清・宗田一 『江戸時代の科学器械』 恒星杜 昭和39年 
11) 佐渡郡教育会編『佐渡年代記』 佐渡郡教育会 昭和10年 
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